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こ
れ
か
ら
考
へ
る
と
、
簡
翠
に
各
時
代
別
に
四
段
、
上
一
一
段
の
使
用
度
教
を

な
か
ら
う
。
そ
の
ウ
ラ
メ
シ
の

書
と
し
て
は

百
分
比
な
ど
で
表
は
す
こ
と
が

で
あ
る
こ
と
を
知
る
と
共
に
、
と
に
か

字
良
質
斯
企
掠
の
命
の

(五、

七
九
四
)

く
通
時
的
に
見
て
古
く
は
上
一
一
段
で
あ
っ
た
乙
と
だ
け
は
間
違
び
な
い
も
の
の

宇
良

之
久
君
は
も
あ
る
か

(
二
十
、

四
四
九
六
)

如
く
で
あ
る
。

の
二
例
が
あ
る
だ
け
だ
が
、

共
に
メ
に
甲
類
の

ぞ
用
ゐ
て
あ
る
こ
と
は

上
代
に
お
い
て
も
、
と
い
っ
て
も
南
葉
以
外
に
あ
る
と
い
ふ
こ
と
を
知
ら
な

L
カ
恨
登
思
ひ
て
せ
な
は
あ
り
し
か
ぱ

あ
は
ず
と
も
我
は
不
怨
(
十
一
、

来
鳴
か
な
く
そ
乙
は
不
怨

、
も
し
か
す
る
と
「
ウ
ラ
ム
」
が
上
二
段
で
な
く
上
一
段
で
あ
る
か
も
知
れ
な

ぃ
、
い
な
終
止
形
も
ウ
ラ
ム
で
は
な
く
て
ウ
ラ
ミ
ル
で
は
な
か
っ
た
か
、
と
疑

(
十
一
、
二
五
二
二
)

は
れ
て
来
る
。
何
と
な
れ
ば
、

よ
り
派
生
し
た
シ
ク
活
用
形
容
調
な

二
六
二
九
)

る
も
の
は
、
そ
の
大
多
数
が
も
と
の
動
調
の
語
幹
と
目
す
べ
き
部
分
に
形
容
調

(
十
九
、

四
二

O
七
)

と
し
て
の
形
態
を

へ
る
た
め
の
活
用
語
尾
シ
を
接
せ
し
め
、
丁
度
以
前
敬
語

(注
3
)

の
ス
ぞ
論
じ
た
際
の
そ
れ
と
同
む
く
、
前
後
の
結
び
つ
き
を
最
も
密
に
す
る
た

め
に
母
音
強
度
の
最
大
な
る

ωを
挿
ん
だ
と
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
大
野
氏
ら

の
説
明
に
倣
っ
て
ア
シ
が
接
し
た
と
言
ふ
乙
と
の
方
が
便
利
か
も
知
れ
な
い
。

の
三
例
、
す
べ
て
諸
注
の
ウ
ラ
ミ
ム
、

ウ
ラ
ミ
ジ
、

ウ
ラ
ミ
ズ
と
訓
ん
で
ゐ
る

の
で
十
分
で
あ
る
が
、

い
づ
れ
も

で
な
い
こ
と
は
、
そ
れ
ら
の
ミ
の
音

甲
類
か
乙
類
か
、

つ
ま
り
上
一
段
か
上
二
段
か
、
考
へ
て
見
れ
ま

ふ
日〈

き
節
も
な
く
は
な
い
。
即
ち
、
前
記
の
や
う
に
ウ
ラ
ム
ル
や
ウ
ラ
ム
レ
の
例
が

貫
例
に
つ
い
て
言
へ
ば
、

ヱ
マ
フ

l
ヱ
マ
ハ
シ
の
如
、
き
に
お
い
て
〈
当
2
H居
間
+

あ
る
以
上
、

こ
れ
ら
の
高

の
場
合
も
上
二
段
と

め
る
の
は
自
然
で
あ
ら

向
+
回
目
〉
最
も
良
く
理
解
で
き
よ
う
。
特
に
そ
の
場
合
四

削
よ
り
派
生
し
た

ぅ
。
更
に
立
ち
入
っ
て
、

乙
の
語
源
を
ウ
ラ
(
心
)

E
戸、

)
で
は
な
い
か
と

も
の
に
つ
い
て
は
、
四
段
活
用
の
未
然
形
に

シ
が
接
し
た
か
の
や
う
な
感
を
興

し
、
心
が
平
ら
か
で
あ
り
得
ず
、
び
ね
く
れ
た
欣
態
に
な
る
と
い
ふ
の
が

(注
2
)

で
は
あ
る
ま
い
か
、
と
の
意
見
が
表
は
れ
る
の
も
無
理
と
は
言
び
き
れ
な
い
。

へ
る
が
、
四
段
以
外
に
お
い
て
は

上
二
段
・
・
・
・
老
ユ

l
オ
よ
シ
、
悔
ユ
|
ク
ヤ
シ
、
穣
フ
|
コ
ホ
シ

(
叉
は
コ

と
こ
ろ
が
、

イ
キ
ド
ホ
ル
|
イ
キ
ド
ホ
ロ
シ
、
オ
モ
フ
|
オ
モ
ホ
シ
、

ナ
ヅ

ひ
シ
)
、

サ
ブ
l
サ
ブ
シ

(
叉
は
サ
ピ
シ
)
、

ー
よ
ろ
こ
ボ

ク
ー
ナ

ツ
カ
シ
な
ど
の
、

ら
派
生
し
た
形

と
い
は
れ
る
も
の
が
い

シ、

ワ
ブ

1
ワ
ぴ
シ

く
つ
か
あ
る
中
に
ウ
ラ
メ
シ
を
今
の
「
ウ
ラ
ム
」
と
結
び
つ
け
る
こ
と
は

下
-
一
段
・
:
・
め
ヅ

l
め
ダ
シ
、

ヤ
ス
|
ヤ
サ
シ

片

々

主
五



葉

片

々

五
六

の
如
、
さ
が
あ
り
、
四
段
ま
が
び
に
規
則
正
し
い
形
の
も
の
も
あ
る
が
、
中
に
は

っ
た
こ
と
を
謹
す
る
も
の
で
は
あ
っ
て
も
、
奈
良
時
代
に
お
い
て
も
必
ず
上
一

則
的
な
も
の
も
交
っ
て
ゐ
る
。
そ
の
場
合
、

に
オ
韻
(
叉
は

を

段
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
即
ち
、
確
買
に
上
二
段
に
化
し
、
更

持
つ
た
め
に
順
行
同
化
を
起
し
、

ア
シ
の
代
り
に
オ
シ
を
接
し
た
や
う
な
も
の

に
四
段
に
な
っ
て
も
ウ
ラ
ム

l
ウ
ラ
メ
シ
の

は
残
っ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る

も
あ
る
が
、

乙
オL

要
則
と
す
べ
き
で
な
い
こ
と
は
今
更
言
ふ
ま
で
も
な
い
。

(
ロ
ド
リ
ゲ
ス
に

れ
ば
ウ
ラ
マ
シ
イ
も
併
存
し
た
こ
と
が
あ
る
ら
し
い
が
)
。

と
も
あ
れ
、

コ
ひ
シ
、

サ
ブ
シ
、

サ
ピ
シ
、

ワ
ぴ
シ
の
如
、
き
乙
類
イ
段
、

従
っ
て
、
例
へ
ば
高
葉

な
ど
に
乙
の
語
を
掲
げ
活
用
名
を
記
す
時
な
ど

イ
段
、

ウ
段
の

が
質

に
存
す
る
以
上
、

ウ
ラ
メ
シ
の
甲
類
エ
段
が
一
例

は
十
分
に

を
期
さ
ね
ば
な
る
ま
い
。

加
は
る
こ
と
な
ど
さ
ほ

乙
れ
が
上
一
段
か
ら
上
二
段
に
嬰
じ
た
の
は
、
恐
ら
く

が
「
見
る
」
で

と
す
る
に
雷
ら
ぬ
、
と
い
ふ
や
う
な
投
げ
や
り
な

考
へ
も
出
で
来
か
ね
な
い
。
し
か
し
、
甲
類
エ
段
の
母
音
河
は
原
則
的
に
同
の

f

t

r

L

 

母
音
の
縮
約
に
成
る
も
の
で
あ
り
、
且
つ
、
上
二
段
に
お
い
て
乙
そ
前
記

あ
る
こ
と
を
あ
ま
り
に
も
早
く
忘
れ
た
か
ら
で
は
な
い
か
。
時
間
的
に
は
だ
い

一一

ぷ
ず
れ
る
が
、
同
じ
く
上
一
段
な
る
べ
き
コ
コ
ロ
ミ
ル
や
モ
チ
ヰ
ル
な
ど
が
上

の
饗
則
も
あ
る
が
、

こ
の

よ
り
派
生
し
た
シ
ク
活
用
形
容
調
が
す
べ
て

一
一
段
に
な
っ
た
の
も
同
じ

で
な
ら
う
し
、
そ
れ
ら
よ
り
も
一

か
っ
た

調
の
語
幹
に
ア
シ
を
接
し
た
も
の
と
言
び
得
る
こ
と
な
ど
を

す
る
時
に
、

の
は
ウ
ラ
の
意
味
が
「
心
」
で
あ
る
乙
と
を
忘
れ
る
乙
と
も
か
な
り
早
か
っ
た

極
め
て
自
然
に
こ
の
「
ウ
ラ
ム
」
は
上
一
段
と
見
る
べ
き
こ
と
が
導
か
れ
る
。

た
め
で
は
な
か
っ
た
か
。

即
ち
‘
潰
田
敦
民
の
御
説
に
従
へ
ば
、
四
段
で
こ
そ
そ
の
語
幹
は
閉
音
節
で
あ
ら

(注
4
)

う
が
、
上
一
段
な
ど
で
は
開
音
節
だ
と
思
は
れ
、
そ
れ
か
ら
す
る
と
ウ
ラ
メ

シ

注
1 

以
上
の
例
は
湯

博
士
「

川
時
代
言
語
の
研
究
」
よ
り
孫
引
。

注
2 

古
典
文
皐
大
系

集
一
補
注
三
三
七
頁
。

も
〈
Z
E
E
工
a
m
w
+
回
目
〉

と
考
へ
ら
れ
、
〈
Z
E富山〉

が
語
幹
で
あ
り
う
る
や
う

注
3 

高

十
九
脱
「
上
代
敬

動

成
立
考
」
。

な
活
用
は
上
一
段
を
措
い
て
は
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
語
源
も
ウ
ラ

注
4 

昭
和
二
十
六
年
十
一
月
十
一
日
京
都
第
十
二
回

語
左手

A 
ふJ、
開

は
「
心
」
で
あ
ら
う
か
、
ミ
ル
は
や
は
り
「
見
る
」
で
あ
ら
う
。
大
言
海
の
語

曾
ー-，

始
日
本

に
於
け
る
閉
音
節

存
在
の
俵
説
」

(
園
語

源
説
は
玉
石
混
請
で
あ
る
が
、

乙
の
「
ウ
ラ
ム
」
を
「
心
見
る
」
と
し
た
の
は

九

に
要
旨
あ
り
)
。

す
ャ
れ
た
案
で
あ
る
。

(
一
九
五
九
、
二
、

一一一} 一、-'

た
、
に
し
こ
れ
は
遠
い
過
去
の
一
時
期
に
お
い
て
「
ウ
ラ
ム
」
が
上
一
段
で
あ

西
大
串
講
師

l



目
録

葉
集
の
作
品
形
態

度

歌

改

序

説

上
代
歌
謡
の
議
歌
の
意
味

ー
そ
の
原
初
形
態
に
つ
い
て

l

志

都

歌

の

歌

ひ

返

し

の

考

武

田

紡

吉

「
歌
か
へ
し
」
と
「
か
へ
し
歌
」
岩
崎
小
調
太

高

葉

集

巻

一

目

録

考

岩

松

空

一

古

代

園

名

の

二

字

表

記

に

就

い

て

筏

勲

!
[
柿
本
人
麿
歌
集
の
筆
潟
年
代
に
つ
い
て
」
に
封
し
て

l

東
歌
所
出
の
人
麿
歌
集
の
歌
毎
め
ぐ

っ
て
高
葉
集
乞
食
者
詠
考

!
主
と
し
て
そ
の
背
景
か
ら

l

代

作

の

傾

向

-
初
期
寓
棄
の
宮
廷
歌
に
つ
い
て

l

挽

歌

の

諦

詠

性

高
葉
集
に
お
け
る
有
情
と
そ
の
寄
在

の
表
現

l
「
ゐ
る
」
「
さ
る
」
を
中
心
と
し
て

l

高

葉

難

歌

考

高

葉

濡

衣

考

高

葉

語

準

不

足

音

句

考

高
葉
集
に
於
け
る
虚
字
の
効
用

上
代
に
お
け
る
母
音
音
節
の
脱
落
に

つ
い
て

奈
良
時
代
東
園
方
言
の
育
韻
朕
態

古
記
の
語
接
績
に
つ
い
て

と
助
詞
イ

昭
和
三
十
二
年
十
月

t
三
十
三
年
五
月

(
但
し
前
回
掲
分
の
補
遣
を
含
h
U
)

高

葉

人

の

文

観

!
題
詞
左
註
を
中
心
と
し
て

l

禽
葉
人
の
無
常
観

-
道
元
の
研
究
の
一
助
と
し
て

i

風
土
文
事
皐
の
構
想

!
寓
薬
事
の
一
分
野
と
し
て

l

禽
葉
集
解
轄
の
基
盤

!
二
つ
の
歌
の
解
蒋
を
通
じ
て

i

世
間
葉
集
を
作
り
出
す
者

の
思
想
性

に
現
わ
れ
た
紳
の
概
念

世
間
葉
集
に
お
け
る
「
性
」

高
葉
歌
風
の
系
譜

寓
葉
集
短
歌
の
韻
律

高
葉
集
の
枕
詞
と
序
詞

枕
調
の
費
生
的
基
盤

古
代
歌
謡
と
呪
術
及
び
宗
教

高
葉
長
歌
の
時
象

古
代
文
撃
に
お
け
る
地
万
と
中
央

-
防
人
歌
を
中
心
と
し
て

i

高
葉
集
「
東
歌
」
の
採
集
に
つ
い
て

筑
紫
太
宰
府
に
お
け
る
葉
歌
人
の

作
家
交
渉
に
つ
い
て

久
松

竹
内

/i、
木

吉
永

潜道
雄毅ヌ注

五云L

高
木
市
之
助

久

松

潜

一

武

田

耐

吉

森

本

治

吉

藤

森

朋

夫

柴
生
田

境
田
横
井
大
野
賀
古
土
橋

井
村

坂
本

JI買四
寛明ー満郎

哲
夫

精
子

園

誌
6

林
6 

語
文
却

甲
南
女
子
短
大
論
叢
2

固
文
筆
(
皐
燈
吐
)
1

~ ~ ~ ~ ~ ~ 国

院

雑

誌

8

文

研

究

5

和
洋
女
子
大
紀
要
四

国
語
国
文
日

語
文
四

日
本
文

'":"9 

京
女
大
)

青吉潰
木井田回

酒
井

伊
藤

久
米

瀬
良

木小市市
古下島村村

森
山

生清
子巌次

良
輔

貞
博

常
民

益
夫

正憲
碓俊之宏宏隆

田

良

輔

原

昭

等

金
津
圧
三
郎

五
七

日
本
文
事
研
究
2

寓
葉
お

日
本
女
子
大
紀
要
7

文
皐
語

圏
皐
院

日
本
文
皐
研
究
2

固
語
園
文
日 7 
5 

文

語
皐
7

~ 国
語
園
文
昭

立
女
大
紀
要
8

知
語
文
研
究
6

・7

~文
皐

8 

高
葉
幻
h
v
m
 

語
文
研
究
6

・
7

~ 文
串
研
究
開

園
文
撃
致
団

園
事
院
雑
誌
5



漢

文

史

と

の

一

間

!
打
消
助
動
詞
の
速
慢
形
に
つ
い
て
i

禁
止
表
現
に
お
け
る
否
定
辞
「
な
」

に
つ
い
て

高
葉
集
に
お
け
る
「
ず
は
」
に
つ
い

て「
」
の
傾
名
遣
其
他

「
#
集
開
巻
第
一
の
歌
」
私
見

「
葉
開
巻
第
一
の
歌
」
に
つ
い
て

世
間
葉
集
三
二
六
五
考

高
葉
集
二
八
七
七
不
感
有
登
者
の
訓

に
つ
い
て

1

係
助
詞
「
な
も
」
の
問
題
l

「
朝
顔
の
」
お
よ
び
「
漕
ぐ
舟
の
」

ー
寓
葉
集
東
歌
-
一一五

O
ニ
・
三
五
五
七
ー

に
し
も
あ
れ
や
」
の
歌
に
つ
い
て

-ー「

ね
も
ζ

ろ
に
君
が
聞
こ
し
て

葦
垣
の
思
ひ

我
れ
し
行
き
な
ば
騨
け

れ
て

原

奈
良
遷
都
途
中
の
歌
に
つ
い
て

「
石
川
の
貝
に
交
り
て
」
「
石
川
に

立
ち
渡
れ
」

ー
高
葉
集
の
依
羅
娘
子
の
歌
二
首

l

お
き
そ
山
・
美
濃
の
山

l
高
葉
集
の

一
首
は
尾
張
の
古
謡
か
j

枕
詞
「
た
か
ひ
か
る
」
「
た
か
で
ら
す
」

高
葉
語
「
は
た
」
の
味
用
法
を
め

ぐ
っ
て

ーo

と‘

も
り
」

門
前

戴
中路

佐池北木
野田保下

後
藤

上
西

新
井

吉西賀藤
永宮古原

植
村

松
田

富
山

井
手潟

正
彦進

一
光

忠正
勉雄俊
正
己

手口
彦繁

官官時

借

芳
男明

一
民登

文
夫

好
夫奏至

久
孝

訓
結
語
と
訓
賠
資
料
8

園
圭五

文

語
皐

6

国
文

32 
5 文

-

と
評

葉
27 26 

~ ~ ~ 

7 

三
重
大
園
語
闘
文
研
究

語
皐

5

ま
ほ
ろ
ば

2

27 

女
子
大

文
7

五
八

牛

崎

政

男

中

西

進

小

島

憲

之

津

潟

久

孝

井

手

至

浬

潟

久

孝

清

水

克

彦

西

郷

信

網

岡

崎

義

恵

五

味

智

英

松

田

好

夫

大
潰
殿
比
古

犬

養

孝

杉

山

康

彦

久

米

常

民

高

崎

正

秀

大
漬
巌
比
古

尾
崎

益阿小田高北犬
田部島透崎住養

早
大
高
等
感
院
研
究
年

誌
1
高
葉
幻

文
筆
語

成
城
文

中
央
大

「

の

御

橋

」

考

碁

檀

越

松

浦

河

の

魚

高

葉

集

講

話

憶
良
の
用
語
「
そ
れ
」
と
「
ま
た
」

柿
本
人
麻
呂
の
歌
一
首

近

江

荒

都

の

歌

近

江

荒

都

の

歌

人
麿
の
長
歌
と
短
歌

人
麻
呂
長
歌
寸
言

人
麿
作
品
の
形
成

叙
景
歌
と
人
麻
呂

人

麻

自

と

風

土

人
麿
に
お
け
る
詩
の
原
理

人

麿

と

神

話

柿

本

人

麻

呂

山

柿

山

部

赤

人

-
吉
野
従
駕
の
反
歌
を
め
ぐ
っ
て

l

山

部

赤

人

有

間

皇

子

額

田

王

高

市

黒

人

高

明

虫

麻

呂

湯

原

王

大

伴

旅

人

勝俊憲幸正敏
質子之雄秀夫孝

富
山
大
紀

文
筆
語
間
半
6

国
語
同
文
ロ

蔦
葉
お

7 

~ 清
心
同
文
1

寓
葉
幻

日
本
文
穆
3

寓
葉
お

~ グv ~ 日
本
文
準
日

愛
知
牒
立
女
大
説
林
1

固
文
撃
(
皐
燈
一
位
)
1

文
撃
史
研
究
8

上
代
文
準
9

文
皐
(

燈
吐
)

~ v ， グ~ ~ 



犬

伴

家

持

家
持
の
悲
し
み

大
伴
家
持
と
そ
の
用
字
法

坂

上

郎

女

坂

上

郎

女

笠

女

郎

l
文
婆
史
的
位
相
に
つ
い
て
|

狭
野
の
茅
上
の
娘
子
と
中
臣
の
宅
守

茅

上

娘

子

山

上

憶

良

山

上

憶

良

私

考

ー
船
主
は
憶
良
の
子
か
|

深

津

考

誤

説

-
人
麿
と
の
関
連
に
お
い
て
|

龍
田
山
と
狭
浮
島

高
葉
集
研
究
の
現
段
階

世
間
葉
集
研
究
文
献
総
覧

ー
単
行
本
の
部

l

古
今
和
歌
集
に
お
け
る
人
麻
呂

勅
撰
集
に
お
け
る
人
麿
の
研
究

i
拾
遺
和
歌
集
を
中
心
と
し

J
l

家
持
・
池
主
の
書
と
劉
現
・
宜
謹

の
書
光
明
皇
后
筆
の
社
家
立
成
を
め
ぐ
っ

て軽
部
の
侍
承
の
破
片
を
め
ぐ
っ
て

杖

と

語

部

と

秋
田
苅
る
俣
虚

|
禽
案
策
と
山
村
風
俗

l

田

生汐生富一
子子子購夫海

育若青井森
木潰木上脇

竹
内
金
治
郎

吉

永

登

大

久

保

正

稲

岡

耕

二

松
田

芳
昭

藤伊木
藤下

朋正
夫博俊

大
久
間
喜
一
郎

h
v
 古

揮
未
知
男

西

貞
治

御
子
柴

乗
岡
河
村

正
定
芳

'-" 

正
元

文
挙
(

上
代
文
盤

9

岡
山
大
劇
紀
要
7

閏
文
準
-

上
代
文
筆
9

の
水
占
に
つ
い
て

み
か
の
は
ら
考

-
警
と
土
の
亙
視
一信

仰

|

高

葉

集

に

見

え

る

土

の

信

仰

グ

日

本

漢

文

筆

史

の

諸

問

題

倉

石

武

四

郎

日

本

漢

文

筆

史

の

諸

問

題

山

岸

徳

平

日

本

古

代

歌

謡

の

原

初

形

松

本

雅

明

|
大
隆
文
化
の
影
響
よ
り
み
た
記
紀
研
究
の
一
章

l

記
紀
歌
謡
に
現
わ
れ
た
序
詞
の
研
究
橋
本

日

本

紳

話

は

文

聾

か

長

尾

古

事

記

本

文

の

三

層

神

田

古
事
記
に
於
け
る
仁
徳
グ
ル
ー
プ
と

繕
瞳
グ
ル
ー
プ

筑
紫
の
紳
話
圏
と
大
和
の
紳
話
圏

記
組
の
地
名
説
話
考

雄
略
清
寧
顕
宗
天
皇
巻
「
物
語
」
考

岐
美
二
紳
の
紳
婚
説
話
に
つ
い
て

天
若
田
子
の
紳
話
に
つ
い
て

八
岐
大
蛇
退
治
の
紳
話
に
つ
い
て

大

国

主

命

降
臨
紳
話
の
展
開

雄
略
天
皇
の
相
貌

赤

猪

子

物

語

審

津

別

命

私

考

「
日
足
座
而
」
の
訓
義
と
そ
の
背
景

傍
系
神
話
の
型
(
表
現
定
型
)
に
つ

い
て

~ 

~ h
v
 
文
曲
学
1

~ 

秀里達
夫子雄

語
と
閥
文
副
学
5

~ 

~ 

3 

~ 

高
葉
部
文

山
本

信
道

竹
野

長
治

1 

グ

守
屋

俊
彦

~ 

明
大
人
文
科

~ 

~ 文
母
語
感
6

波

造

青

木

紀

元

榊

原

忠

彦

尾
畑
喜
一
郎

高
葉
部

神
戸
山
手
女
大
紀
要
2

園
事
院
誌
5

語
文
5

~ 

正
元

塚
田

]
¥
wnH 

J

ノ
由
民

五
九

明
大
人
文
科

5 

~ 

8 

和
歌
文
間
半
研
究
5

園
語
と
岡
文
事

m

国
語
と
園
文
間
半
叩

東
方
古
代
研
究
8

国
文
皐
研
究
団

国
文
7
文
2

共
立
女
短
大
紀
要
1

国
語
と
園
文
曲
学
四

共
立
女
短
大
紀
要
1

早
大
教
育
副
学
部
皐
術
研

究
6
岡
山
大
撃
術
紀
要
7

闘
文
祭
政
mm

グ

四

日
本
文
間
半
日
・

4

福
井
大
事
審
部
紀
要
7

日
本
文
皐
研
究
2

園
事
院
雑
誌
2

文
準
語
感
5

文
聞
や
研
究
日

~ 



古
事
記
と
海
人
族
の
惇
承

-
稗
田
阿
趨
を
め
ぐ
っ
て

I

帝
記
・
奮
僻
の
文
瞳
に
つ
い
て

前
田
本
古
事
記
の
組
本
の
形
態

日
本
書
紀
纂
疏
の
成
立

-
畏
殊
院
本
を
中
心
に
し
て

l

日
本
紀
宣
命
国
語
索
引

上
下
)

出
闘
造
紳
賀
詞
の
解

常
陸
風
土
記
に
つ
い
て

細
川
家
本
出
雲
風
土
記
の
出
現

出

風

藻

-
作
品
の
類
群
的
研
究
初
稿

i

評
〕

久
孝
博
士
著

葉
歌
人
の
誕
生
」

津
鴻
久
孝
博
士
著

「
寓
葉
集
注

第
一
」

犬
養
孝
著
「
寓
葉
の
風
土
」

田
透
幸
雄
著

「
初
期
高
葉
の
世
界
」

大
久
保
正
著

「
高
葉
の
侍
統
」

三
谷

築

大
野
達
之
助

青

木

紀

元

近

博

尾
崎

知
光

杉田西御
本中尾監

行光清
夫卓雄勇

木田
下遁

幸
雄
正
俊

森
本

次文治
郎明吉

風土
巻屋

博

伊吉

永

登

高
木
市
之
助

園
崎
望
久
太
郎

清

水

克

彦

今
井
福
治
郎

皐
院
雑
誌
8

日
本
歴
史
四

襲
林
1

ピ
ブ
リ
ア
時

高
木
・
五
味
・
大
野
校
註

「
葉
集
」
(
一
)

愛
知
廓
立
女
大
説
林

T
i
・
守
山

-ーー可

葉
集
(
一
)
」
の

評
に
答
え
る

吉
永
登
著
「
寓
葉
集
」

国
製
院
雑
誌

7

国

語

と

文

11 

青
木
生
子
「
日
本
持
詩

土
橋
・
小
西
校
註
「
古
代

問
集
」

1 

国
語
と
国
文
率
四

国
語
と

闘
文
皐
9
文

10 

「
古
代
歌
謡
集
」
書
評
へ
の
回
答

佐
四
信
「
豊
後
風
土
記
之
研
究
」

高
木
・
五
味
・
大
野
グ

秋
本
吉
郎
園
文
副
学
却

高

橋

和

夫

日

本

文

事

2

森

脇

一

夫

上

代

文

皐

9

小

島

憲

之

文

皐

日

阪

倉

篤

義

土

橋

寛

竹
内
金
治
郎

六
O

井石
上井

庄
司

高
葉
お
語
と
園
文
皐
3

文
副
学
日

~ 

12 

文
皐
2

上
代
文
串
9

t翠

久
孝

井

孝

闘
語
と
園
文
皐
4

高
葉
幻
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古
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反
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諸
伏
〈
ま
に
ま
に
〉
つ
い
て

高
葉
集
「
浦
の
潰
木
綿
百
重
な
す
」
考

あ
き
づ
は
な
ふ
く
は
な
ふ
と
も

「
わ
が
大
王
」
と
「
わ
と
大
王
」

寝
な
へ
見
ゆ
ゑ
に

む
ら
さ
き
の
匂
へ
る
妹

「
鳥
類
成
」
の
一
試
訓

王
魚
考
補
遺
ほ
か

引

用

上
代
に
於
け
る
ラ
幾
及
び
上
一
段
動

詞
連
盟
形
の
終
止
形
同
化
に
つ
い
て

古
代
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語
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わ
れ
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る
動
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連
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葉
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葉
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い
て
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古
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よ
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葉
人
の
世
界
観

ー
象
徴
的
呪
術
性
の
探
究

i

東
歌
・
防
人
歌
の
色
彩

五

霜

私

考

ー
寓
葵
の
訴
霜

i

一

霜

私

考

|
高
実
後
の
髭
結

i

日
本

の
成
立

坂
本

近太
藤田

石
崎

市
橋波

i¥ 
木島

鎌蔵小
田田中島
一ニ宅

藤賀
原古

粂伊
川原

粂
JlI 

太
郎

善喜
博

正
雄

信
男賓造毅之

純純
清一一進之

久
八明

定
一昭

定
一

高
木
市
之
助

巻

次

郎

ピ園 3日
ブ語本
リと文
ア岡 イ七
10文研
撃究
10 所
来日
要

つ古
工日
Z は
52呆
どし

は占

芋iミ
U の
(J) 
1 子

おか
(J) 

も
αコ

平士か吉
Eコ
井永永

説
林
2

古
今
六
帖
に
お
け
る
高
葉

山
内
文
庫
本
の
高
葉
集
古
義
稿
本
に

つ
い
て

「

高

葉

考

」

の

校

本

河

野

義

公

と

高

葉

集

の

研

究

照

沼

!
回
押
寓
葉
集
と
蔦
葉
集
代
匠
記
の
成
立
を
続
っ
て

i

大

化

に

於

け

る

改

新

勢

力

新

野

〔
書
評
〕

西
郷
信
一
著
「
寓
葉
私
記
」
第
一
部

日
本
文
化
幻

松
山

大
倉
山

武
庫
川
女
子
大
紀
要
5

7 

文
皐
8

語
文
却

人
文
研
究

7

日
本
古
典

「
高
葉

間
学
大
系

」
に
つ
い
て

宮
田
和
一
郎

高
葉
mm

高
葉
却

ピ
ブ
リ
ア
ロ

日
本
文
化
研
究
所
紀
要

国
語
と
固
文

松
村
武
雄
博
士
著

「
日
本
書
紀
の
研
究
」

.L>、

正ヨ

7 

上
代
文
事

m

秋
田
岡
語
固
文
2

上
代
文

m

園
語
国
文
6

固
語
圏
文
叩

ヌ耳
ムョι

卓
郎登

秀
美

好頼
文人

直
吉

憲六一ニ

国
文
事
沼

日
本
文
聞
学
四

国
語
と
園

12 

日
本
文
皐
研
究
3

高
葉
却
林
6

事
林
6

文目

7

日
本
文
撃
8

解

7 

国
語
と
園
文
皐
ロ



O 

十

行

(

奈

良

山

)

期

日

五

月

十

日

(

日

)

集
合
場
所
奈
良
電
鎖
山
田
川
F

前

集
合
時
間
午
前
九
時
半

(
大
阪
か
ら
は
近
錨
西
大
寺
乗
り
換
へ
、

京
都
叉
は
ゴ
一
保
行
の
普
通
電
車
で
二
つ

目
。
京
都
か
ら
は
八
時
五
十
分
護
橿
原

行
急
行
で
新
田
透
で
普
通
に
乗
り
換
へ

が
便
利
。
な
ほ
園
錨
木
津
騨
か
ら
山
田

川
行
き
奈
良
電
パ
ス
あ
り
)
。

行

程

山

田

川

1
1
ι
歌
姫
越
(
古
へ
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奈
良
坂

)
!
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宮
陛

|
|
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上
池
(
佐
紀
津

)1l

磐

姫

御

陵

1
l佐
保
附
近

1
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良

約
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京
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及
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阪

か
ら
)
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雨
決
行

O 

費

用

帰
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内
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廿

(
研
究
費
表
御
希
望
の
方
は
、
要
旨
八
百

字
以
内
を
添
へ
て
八
月
末
日
ま
で
に
事
曾

本
部
ま
で
お
申
込
み
下
さ
い
。
)

葉
パ
ッ
チ
ナ
ン
バ
ー

1
七
、
八
、
九
、
十
、
蹴
以
下
各
競
の
残
部

若
干
あ
り
。
御
希
望
の
方
は
皐
舎
本
部
ま

で。

2
こ
れ
ま
で
十
一
携
の
在
庫
分
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な
い
と
申

し
上
げ
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お
断
り
し
て
参
り
ま
し
た
が
、

若
千
部
数
見
つ
か
り
ま
し
た
の
で
、
至
急

御
注
文
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い
。
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葉
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の
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、
撃
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下
さ
い
。

• 

六
回

博

士

著

注
定
債

定
債

定
債

四
六
四
ペ
ー
ジ

八

O
O闘

五
二
八
ペ
ー
ジ

九
五

O
固

六
八

0
ペ
ー
ジ

一
二

O
O園

六
四

0
ペ
ー
ジ

定
債
二
ニ

0
0
固

(
四
月
十
五
日
護
行
)

東
京
都
中
央
匡
京
橋
ニ
ノ

一

O
昭
和
三
十
四
隼
度

時
十
一
月
八
日
も
し
く
は
十
五
日

所

東

京

都

千

代

田

国

日
本
大
事
文
理
事
部

公
開
演
曾
・
研
究
費
表

巻
第
一

巻
第
二

巻

第

三

巻

第

四

央

公



弘
久
間
山

d
d
E

畠

=z

つ
一
二
い
l

腕
ま
で
の
組
目
次
を

げ
て
一
つ
の
し
め
く

く
り
を
し
た
後
の
本
蹴
に
は
、

何
か
な
し
に
新
た

な
げ
料
分
が
漂
う
て
ゐ
る
。

ζ

れ
か
ら
先
次
々
と
送

り
出
さ
れ
る
「
高
葉
」

に
よ
っ
て
、

蔦
葉
の
世
界

が
よ
り
深
く
掴
り
下
げ
ら
れ
て
行
く
で
あ
ら
う
と

の
則
符
を
こ
め
、

よ
り
一

の
御
協
力
を
願
ひ
っ

っ
、
例
年
に
な
く
問
中
い
若

の
中
に
一
一
一
十
一
瞬
を

、っコ
h
川
争
ノ
タ
ヨ
。

み
イ

F
h
n
f
h

・
4

附
川
る
庁
、

本
誌
二
部
、
抜
刷
一
.
十
部
ル
-

a

一
十
一
二
披
で
お
知
ら
せ
し
た
が
、
諸

つ
論
文
掲
載
の
場
合
、

の
一
明
情
か
ら
、

本
誌
卜
部
を
贈
る
こ
と
に
礎
更
さ

れ
に
。

す
で
に
一
二
十
掛
か
ら
賀
施
し
て
ゐ
る
が
、

前
に
尽
き
洩
ら
し
た
た
め
改
め
て
、

御
諒
品
ゆ
を
乞

ふ
次
情
。

門
前
葉
旅
行
は
別
瓜
の
や
う
に
寅
施
の
一
輪
開
定
。
今
川

の
は
歩
く
距
離
も
知
か
く
、

そ
ぞ
ろ
歩
き
に
も
適

し
て
ゐ
る
の
で
、
多
広
の
万
々
の
御
参
加
を
お
符

ち
寸
る
。

日
本
大
阜
の
万
々
の
お
付
折

。
今
年
度
の
噌
合
ち
、

り
で
、
久
し
ぶ
り
に
東
京
-Y
行
は
れ
る
こ
と
に
江

っ
た
。
洋
制
は
次
暁
お
知
ら
せ
す
る
が
、

研
究
稜

表
で
は
も
と
よ
り
と
し
て
多
数
の
方
々
の
御
参
集

を
お
待
ち
す
る
。

記
)

昭
和
三
十
四
年
四
月
十
二
日
印
刷

昭
和
三
十
四
年
四
月
十
五
日
置
行

煩
慣
八

O

右
代
表
者

津

久

大

阪

府

吹

田

市

千

山

西

大

撃

文
拳
部
闘
語
園
文
事
研
究
室
内

京
都
市
南
匝
東
九
西
岩
本
町

印

刷

者

大

賞

印

刷

株

式

曾

枇

代

表

者

石

井

太

郎

輯
費
行
者

寓

振
替
大
阪
二
九
一
四
七孝

‘ー

曾

曾

一
、
本
曾
は
皐
宵
と
帯
す
る
。

一
、
高
葉
研
究
者
、
愛
好
者
は
誰
で
も
申
込
み

に
よ
っ
て
禽
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
、
曾
員
の
研
究
費
表
機
闘
誌
と
し
て
季
刊

「
高
繋
」
を
費
行
す
る
。

一
、
本
命
聞
は
随
時
、
高
葉
に
闘
す
る
見
事
旅

行
、
文
献
の
展
観
、
研
究
費
表
曾
、
講
習

曾
、
圃
書
の
出
版
、
そ
の
他
を
行
ふ
。

一
、
曾
員
は
年
額
三
百
闘
の
曾
費
を
納
入
す
る

(
誌
代
を
含
む
)
。

一
、
本
曾
の
事
務
は

大
阪
府
吹
田
市
千
里
山
開
西
大
準
文
筆
部

国
文
筆
研
究
室
〈
振
替
口
w
大
阪
二
九
一

四
七
審
)
に
於
い
て
行
ふ
。

一
、
本
曾
の
代
表
者
に
は
、
揮

す。

に
限
る
。

す
る
各
分
野
の
研

は
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
十
五
枚
以
内

は
一
切
返
却
し
な
い
。
採
否
決

部
に
一
任
の
こ
と
。

投

定

↓
、
投
稿
資
格
は
曾

一
、
内
制
作
は
繭
葉
に

文。

一
、
分定

は

久
孝
氏
を

一町'一一一
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